
仮名貞観政要における再読文字の和訳状況

一七

序
、
本
稿
の
目
的

本
稿
は
次
の
点
に
つ
い
て
調
査
・
考
察
す
る
。「
仮
名
貞
観
政
要
」（
注
一
）

に
お
い
て
原
典
に
再
読
文
字
（
当
・
応
・
将
・
未
・
須
・
宜
・
猶
・
令
・
使
等
）

が
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
和
訳
し
て
い
る
か
。
そ
の
結
果
を
同

時
代
の
他
の
仮
名
書
き
資
料
と
比
較
す
る
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
・
相
違
点
が

あ
る
か
。
そ
の
共
通
点
・
相
違
点
か
ら
見
て
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
が
仮
名
書
き

資
料
と
し
て
、
ひ
い
て
は
国
語
資
料
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
性
格
・
特
徴
を
有

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
以
上
で
あ
る
。

一
、
漢
文
訓
読
史
上
の
再
読
文
字
の
訓
法
の
変
遷
に
つ
い
て

漢
文
訓
読
史
上
の
再
読
文
字
の
訓
法
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
氏
が

「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
―
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
―
」（『
国
語
学
』
第
一

六
輯
、
昭
和
二
九

[

一
九
五
四]

年
三
月
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
調
査
・
考
察

し
て
い
る
。
以
下
、
同
論
文
の
内
容
を
一
節
ご
と
に
分
け
て
要
約
す
る
。
な
お
、

要
約
中
、
平
安
初
期
は
九
世
紀
ま
で
、
中
期
は
十
世
紀
以
後
を
指
す
。

一
、
平
安
初
期
に
お
け
る
「
当
」
字
の
訓
法
は
、
①
直
ち
に
ベ
シ
と
助
動
詞
に

訓
む
か
、
②
副
詞
マ
サ
ニ
（
稀
に
マ
サ
ニ
ハ
）
と
訓
ん
で
、
結
び
を
ム
・

ム
ト
ス
・
ベ
シ
・
命
令
の
形
ま
た
は
平
叙
と
す
る
か
、
で
あ
り
、
常
に
一

度
訓
ま
れ
る
の
み
で
、
後
世
の
よ
う
に
固
定
し
た
二
訓
を
も
っ
て
訓
ま
れ

る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
平
安
時
代
中
期
以
降
に
な
る
と
、
同
時
に

副
詞
の
訓
マ
サ
ニ
と
辞
の
訓
ベ
シ
と
の
二
訓
が
表
記
さ
れ
る
例
が
見
え
、

そ
の
例
は
時
代
が
下
る
と
と
も
に
多
く
な
る
。
院
政
期
ま
で
は
一
度
し
か

訓
ま
れ
な
い
訓
法
も
見
え
る
が
、
鎌
倉
時
代
以
後
に
は
、
一
二
の
例
を
除

い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
二
訓
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

二
、「
将
」
字
と
「
未
」
字
の
訓
法
も
「
当
」
字
と
同
様
の
傾
向
を
持
つ
。
平
安

初
期
は
直
ち
に
辞
の
訓
に
訓
む
か
、
副
詞
の
訓
に
訓
ん
で
補
読
語
を
持
つ

か
の
ど
ち
ら
か
。
平
安
中
期
以
後
は
再
読
の
例
が
見
え
は
じ
め
次
第
に
多

く
な
っ
て
来
る
。「
須
」
字
に
つ
い
て
は
用
例
が
少
な
い
が
同
様
の
よ
う
で

仮
名
貞
観
政
要
に
お
け
る
再
読
文
字
の
和
訳
状
況

―
他
の
仮
名
書
き
資
料
と
比
較
し
て
―

加
　
藤
　
浩
　
司
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一八

あ
り
、
初
期
は
直
ち
に
助
動
詞
ベ
シ
に
訓
む
か
副
詞
ス
ベ
カ
ラ
ク
に
訓
ず

る
か
ど
ち
ら
か
。
中
期
以
後
に
な
る
と
副
詞
ス
ベ
カ
ラ
ク
と
訓
み
補
読
語

ベ
シ
を
取
る
例
や
再
読
す
る
例
が
見
え
る
。「
宜
」
字
に
つ
い
て
は
院
政
期

に
再
読
例
が
見
え
、
同
傾
向
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
は
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
以
前
の
用
例
が
十
分
で
な
く
、
特
に
平
安
初
期
の
用
例
が
見
え

な
い
の
で
論
及
で
き
な
い
。

三
、「
応
」
字
は
平
安
初
期
か
ら
室
町
期
ま
で
全
く
再
読
さ
れ
ず
、
直
ち
に
辞
の

訓
ベ
シ
に
当
て
る
例
の
み
で
副
詞
の
訓
を
全
く
見
な
い
。
室
町
期
ま
で
は

再
読
文
字
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
猶
」
字
は
単
に
ゴ
ト
シ
と
訓
ま
れ

た
り
、
ナ
ホ
（
シ
）
〜
ノ
（
ま
た
は
ガ
）
ゴ
ト
シ
と
再
読
さ
れ
た
り
、「
如
」

字
の
前
に
位
置
し
て
副
詞
の
ナ
ホ
（
シ
）
と
訓
じ
ら
れ
た
り
と
、
訓
法
が

一
定
し
な
い
。
た
だ
し
副
詞
ナ
ホ
シ
と
訓
じ
た
う
え
で
ゴ
ト
シ
を
補
読
す

る
例
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

四
、
再
読
文
字
と
し
て
訓
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
平
安
初
期
の

訓
に
お
い
て
そ
の
字
が
辞
の
訓
（
助
動
詞
訓
）
を
持
ち
、
か
つ
、
同
じ

字
が
別
に
詞
の
訓
（
副
詞
訓
）
を
も
持
ち
そ
れ
に
呼
応
す
る
補
読
語
が

辞
の
訓
と
同
一
の
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
え
る
。
ま
た
、
①

漢
字
一
字
を
二
度
に
訓
む
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平

安
時
代
中
期
以
後
、
②
再
読
は
時
代
が
下
る
ほ
ど
多
く
な
る
、
③
再
読

が
行
な
わ
れ
る
頃
よ
り
直
ち
に
辞
の
訓
（
助
動
詞
訓
）
に
訓
む
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
④
平
安
初
期
の
訓
に
お
い
て
、
辞
の

訓
の
み
で
、
他
に
副
詞
の
訓
を
有
し
な
い
も
の
は
後
世
再
読
さ
れ
な
い
、

と
い
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
平
安
時
代
中
期
以
後
中
国
と
の
交
通
が

絶
え
漢
文
に
対
す
る
実
力
が
低
下
し
音
読
が
衰
退
し
た
こ
と
に
伴
い
、

平
安
時
代
初
期
に
見
ら
れ
た
個
々
の
文
脈
に
応
じ
た
個
性
的
訓
読
が
亡

び
て
同
一
文
字
に
同
一
の
訓
を
固
定
し
て
訓
じ
よ
う
と
す
る
形
式
的
訓

読
が
生
じ
た
。
そ
の
結
果
、
漢
字
の
訓
と
し
て
不
安
定
に
感
じ
ら
れ
た

の
か
、
辞
の
訓
は
多
く
詞
の
訓
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
傾
向
に
応
じ
て
再
読
文
字
と
な
る
文
字
に
つ
い
て
も
辞
の
訓
か
ら

詞
の
訓
へ
の
読
み
替
え
が
生
じ
た
。
し
か
し
そ
の
時
点
で
は
既
に
古
い

辞
の
訓
が
結
び
の
補
読
語
と
し
て
詞
の
訓
で
あ
る
副
詞
訓
と
呼
応
関
係

に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
や
が
て
そ
の
呼
応
関
係
に
立
つ
補
読
語

も
当
該
漢
字
の
訓
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
該
漢
字
の

訓
と
し
て
再
読
形
式
（「
マ
サ
ニ
〜
ベ
シ
」
等
）
が
固
定
し
再
読
文
字
化

し
た
、
と
推
定
で
き
る
。

五
、
使
役
の
「
令
」
字
、「
使
」
字
な
ど
は
平
安
初
期
に
は
直
ち
に
助
動
詞
シ
ム

と
訓
む
か
、
シ
テ
と
訓
じ
て
シ
ム
を
補
読
す
る
か
で
あ
り
、
下
の
体
言
に

は
ヲ
・
ニ
・
シ
テ
な
ど
の
三
様
の
補
読
語
を
付
し
た
。
し
か
し
後
世
に
な

る
と
下
の
体
言
は
一
様
に
ヲ
シ
テ
の
補
読
に
な
る
。
平
安
中
期
以
後
室
町

期
ま
で
の
用
法
を
見
る
と
、
概
し
て
仏
家
点
で
は
ヲ
シ
テ
を
下
の
体
言
に

補
読
し
て
シ
ム
の
み
の
訓
を
当
て
る
の
に
対
し
、
博
士
家
点
で
は
ヲ
シ
テ

〜
シ
ム
と
再
読
す
る
。（
他
の
特
殊
な
再
読
文
字
に
つ
い
て
は
要
約
を
省
略
）

（
六
節
は
先
行
の
説
と
の
関
係
と
再
読
訓
の
和
文
へ
の
影
響
、
七
節
は
過
去

の
漢
文
資
料
の
訓
み
下
し
方
法
へ
の
応
用
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
要
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一九

約
省
略
）

こ
の
小
林
氏
の
論
は
前
年
秋
の
国
語
学
会
で
発
表
さ
れ
た
も
の
の
活
字
化
で

あ
る
が
、
こ
の
発
表
に
対
し
、
鈴
木
一
男
氏
は
「
返
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
」

（『
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
』
三
の
三
、
昭
和
二
九

[

一
九
五
四]

年
三
月
、
後
に
同

氏
著
『
初
期
点
本
論
攷
』
昭
和
五
四

[

一
九
七
九]

桜
楓
社
刊
に
第
九
章
と
し
て

所
収
）
に
お
い
て
特
に
再
読
と
い
う
現
象
の
成
立
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
、
次

の
よ
う
に
推
定
し
た
。

以
上
考
察
し
た
如
く
返
読
字
（
再
読
文
字
を
指
す
、
加
藤
補
）
の
成
立
は

虚
字
の
連
文
（
鈴
木
氏
は
「
応
当
」「
当
宜
」「
当
須
」「
宜
応
」「
宜
須
」

「
応
須
」「
宜
可
」「
応
可
」「
将
欲
」
等
お
よ
び
そ
の
逆
の
文
字
連
続
の
い

く
つ
か
を
示
し
て
い
る
、
加
藤
補
）
を
逐
字
的
に
訓
じ
た
結
果
、
語
と
し

て
の
呼
応
関
係
が
成
立
し
た
も
の
を
そ
の
虚
字
の
単
字
に
同
じ
訓
み
方
を

あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
返
読
字
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
て
、
表
記
の
面
で

は
最
初
は
補
読
の
形
式
を
と
っ
た
も
の
が
小
林
氏
の
言
の
如
く
虚
字
訓
の

実
字
訓
へ
の
移
向マ

マ

傾
向
に
つ
れ
て
同
一
文
字
の
二
回
読
み
と
い
う
特
殊
様

式
を
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
鈴
木
氏
著
書
一
七
四
頁
）

こ
れ
は
小
林
氏
の
論
で
や
や
曖
昧
で
あ
っ
た
副
詞
訓
と
（
辞
の
訓
と
同
一
の
）

補
読
語
と
の
呼
応
関
係
成
立
の
要
因
を
よ
り
具
体
的
な
形
で
推
定
し
た
も
の
と

言
え
よ
う
。

ま
た
鈴
木
氏
は
「
当
」
字
の
マ
サ
ニ
と
い
う
副
詞
訓
に
比
べ
て
「
須
」
の
ス

ベ
カ
ラ
ク
、「
宜
」
の
ヨ
ロ
シ
ク
と
い
っ
た
副
詞
訓
が
平
安
初
期
に
は
見
ら
れ
ず
、

そ
の
成
立
の
や
や
遅
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
も
推
定
し
て
い
る
。
大
坪
併
治
氏

は
『
平
安
時
代
に
お
け
る
訓
点
語
の
文
法
』（
昭
和
五
六[

一
九
八
一]

年
風
間
書

房
刊
）
の
「
第
六
章
副
詞
第
三
節
當
然
に
用
ゐ
ら
れ
る
も
の
」
に
お
い
て
、「
小

川
本
願
経
四
分
律
初
期
点
甲
点
」
お
よ
び
「
石
山
寺
蔵
大
智
度
論
天
安
点
巻
二
」、

「
高
山
寺
蔵
弥
勒
上
生
経
賛
初
期
点
朱
点
」、「
石
山
寺
蔵
瑜
伽
師
地
論
初
期
点
巻

二
一
」
よ
り
「
当
」
字
の
再
読
の
用
例
を
挙
げ
、
章
末
の
「（
注
３
）」
に
お
い

て

い
づ
れ
も
初
期
の
資
料
に
属
し
、「
當
」
を
再
読
し
、
こ
れ
を
併
記
し
た
例

と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
も
し
、「
成
立
」
が
「
広
く
行
は
れ
る

や
う
に
な
つ
た
状
態
」
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
再
読
字
の
成
立
は
、
確
か

に
中
期
に
入
つ
て
か
ら
の
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
に
到

る
準
備
の
段
階
は
、
す
で
に
初
期
に
始
ま
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
て
、
散
発

的
な
が
ら
、
若
干
の
用
例
は
初
期
前
半
か
ら
見
え
始
め
る
の
で
あ
る
（
同

書
二
八
九
頁
）

と
指
摘
し
て
い
る
（
注
二
）。「
当
」
字
の
再
読
が
既
に
平
安
初
期
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
鈴
木
氏
の
指
摘
と
合
わ
せ
て
「
当
」
字
の
再
読
成
立

は
他
の
文
字
よ
り
や
や
早
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
村
上
雅
孝
氏
は
「
平
安
時
代
の
漢
籍
訓
読
語
の
一
性
格
―
再
読
字
を
中

心
と
し
て
―
」（『
国
語
学
』
第
六
四
輯
、
昭
和
四
一

[

一
九
六
六]

年
三
月
）
に

お
い
て
平
安
時
代
中
期
〜
院
政
期
の
漢
籍
訓
点
資
料
に
つ
い
て
調
査
し
、
再
読

例
と
、
単
に
副
詞
に
訓
み
種
々
の
助
動
詞
を
補
読
す
る
例
、
お
よ
び
単
に
助
動

詞
に
訓
む
例
が
混
在
す
る
、
と
い
う
、
小
林
氏
前
掲
論
文
の
指
摘
し
た
平
安
中

期
〜
院
政
期
の
訓
読
状
況
と
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
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二〇

「
未
」
字
に
つ
い
て
は

こ
れ
も
他
の
再
読
字
と
同
じ
傾
向
を
持
つ
が
、
中
期
以
後
は
「
イ
マ
ダ
」

と
訓
じ
た
例
が
少
な
く
、「
ズ
」
だ
け
の
表
記
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
し
、
小
林
氏
が
「
実
際
に
は
イ
マ
ダ
を
訓
ん
だ
が
表
記
し
な
か
っ
た
（
前
掲

小
林
論
文
）」
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
の
に
対
し
、

「
イ
マ
ダ
」
の
訓
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
且
つ
又
、
例
⑥
⑦
⑧
の
よ
う
に
、

打
消
の
助
動
詞
だ
け
を
補
読
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
に

お
い
て
は
、
再
読
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

少
な
く
と
も
平
安
時
代
の
漢
籍
資
料
に
お
い
て
は
、
再
読
は
一
般
的
な
も

の
で
は
な
く
、
単
に
、「
ズ
（
ジ
）」
と
訓
ん
だ
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う

推
測
も
、
あ
る
い
は
、
可
能
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
さ
れ
、
平
安
中
期
〜
院
政
期
に
お
け
る
「
未
」
字
の
再
読
の
成
立
（
一
般
化
）

に
つ
い
て
は
保
留
し
て
い
る
。

以
上
、
小
林
氏
の
論
を
中
心
に
諸
家
の
論
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
、
平
安
時
代
か

ら
室
町
時
代
ま
で
の
再
読
文
字
の
訓
法
に
つ
い
て
は
、

１
「
当
」「
将
」「
未
」「
須
」

①
「
当
」
字
の
若
干
例
を
除
け
ば
、
平
安
初
期
は
再
読
せ
ず
、
一
度
し
か

訓
じ
な
い
。

②
疑
問
の
残
る
「
未
」
字
を
除
け
ば
、
平
安
中
期
よ
り
再
読
す
る
用
例
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

③
院
政
期
ま
で
は
一
度
し
か
訓
じ
な
い
用
法
も
見
ら
れ
る
。

④
鎌
倉
時
代
以
降
は
ほ
と
ん
ど
が
再
読
と
な
る
。

２
「
宜
」

平
安
初
期
の
用
例
が
な
く
不
明
な
点
も
あ
る
が
、「
当
」
字
等
と
同
傾
向
か
。

３
「
応
」

平
安
初
期
か
ら
室
町
期
ま
で
一
切
再
読
さ
れ
ず
、
助
動
詞
ベ
シ
と
訓
ず
る
。

４
「
猶
」

再
読
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
単
に
副
詞
ナ
ホ
（
シ
）
ま
た
は
助
動
詞
ゴ
ト

シ
と
訓
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
一
定
し
な
い
。

５
「
令
」「
使
」「
遣
」

平
安
初
期
は
助
動
詞
シ
ム
と
訓
ず
る
か
、
シ
テ
と
訓
じ
て
シ
ム
は
補
読
す

る
。
平
安
中
期
以
後
は
仏
家
点
で
は
ヲ
シ
テ
を
補
読
す
る
の
に
対
し
て
博

士
家
点
で
は
〜
ヲ
シ
テ
〜
シ
ム
と
再
読
す
る
。

と
い
う
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、
調
査
・
考
察
の
対
象
資
料
と
調
査
の
手
順

本
稿
で
調
査
の
対
象
と
し
た
資
料
と
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ

る
。Ａ

「
仮
名
貞
観
政
要
」
…
…
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
文
禄
四

[

一
五
九
五]

年
釈
梵

舜
写
五
冊
本
（
以
下
略
称
「
梵
舜
本
」）
の
紙
焼
写
真
よ
り
加
藤
が
作

成
し
た
翻
刻
資
料
。
疑
問
の
生
じ
た
場
合
紙
焼
写
真
に
戻
っ
て
確
認

し
た
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
慶
応
大
学
斯
道
文
庫
蔵
江
戸
時
代
前
期

写
十
冊
本
（
以
下
略
称
「
斯
道
文
庫
本
」）
の
紙
焼
写
真
を
参
照
し
た
。
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貴
重
な
所
蔵
資
料
の
紙
焼
写
真
を
頒
布
い
た
だ
い
た
宮
内
庁
書
陵
部
、

慶
応
大
学
斯
道
文
庫
の
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

Ｂ
「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
…
…
中
田
祝
夫
氏
編
『
妙
一
記
念

館
本
仮
名
書
き
法
華
経
』
翻
字
篇
（
平
成
元

[

一
九
八
九]

年
佛
乃
世

界
社
刊
）。

Ｃ
「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
…
…
川
瀬
一
馬
氏
編
『
か
な
が
き
ろ
ん
ご
』（
安
田

文
庫
叢
刊
第
一
篇
、
昭
和
十

[

一
九
三
五]

年
安
田
文
庫
内
川
瀬
一
馬

氏
発
行
）。

ま
た
、
Ａ
〜
Ｃ
に
対
す
る
原
典
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
資
料
を
用
い
た
。

Ａ
の
原
典
…
…
原
田
種
成
氏
校
注
『
貞
観
政
要
上
・
下
』（
新
釈
漢
文
大
系
、

昭
和
五
三

[

一
九
七
八]

年
明
治
書
院
刊
）
の
原
文
。
た
だ
し
校
異
欄

を
参
照
し
て
「
仮
名
貞
観
政
要
」
の
原
典
と
さ
れ
る
「
写
字
台
本
」

系
の
本
文
に
な
い
部
分
や
相
違
の
あ
る
部
分
は
「
写
字
台
本
」
系
の

本
文
に
従
う
。

Ｂ
の
原
典
…
…
法
華
経
普
及
会
編
『
真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』（
大
正

一
三[

一
九
二
四]

年
平
楽
寺
書
店
刊
）。

Ｃ
の
原
典
…
…
川
瀬
氏
編
『
か
な
が
き
ろ
ん
ご
』
頭
注
欄
に
付
載
さ
れ
て
い

る
原
文
。

調
査
の
手
順
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
Ａ
〜
Ｃ
の
原
典
よ
り
、
現
行
の
漢
文
訓
読
法
で
は
再
読
さ
れ
る
用
法
に
立

っ
て
い
る
再
読
文
字
を
含
む
一
文
（
又
は
句
）
を
抜
き
出
す
。
そ
の
た
め

鈴
木
氏
の
言
う
「
連
文
」
の
場
合
で
「
応
当
」
な
ど
「
当
」
字
を
マ
サ
ニ

と
訓
じ
「
応
」
字
を
ベ
シ
と
訓
ず
る
よ
う
な
例
や
、
被
使
役
者
（
〜
ヲ
シ

テ
の
〜
に
当
た
る
名
詞
）
が
現
わ
れ
な
い
使
役
の
場
合
の
例
な
ど
は
除
外

す
る
。

②
そ
の
部
分
に
対
応
す
る
Ａ
〜
Ｃ
の
資
料
の
仮
名
書
き
さ
れ
た
部
分
を
抜
き

出
し
、
ど
の
よ
う
に
訓
読
し
て
い
る
か
確
認
す
る
。

③
訓
読
法
の
差
異
に
よ
っ
て
用
例
を
分
類
・
集
計
す
る
。

こ
の
う
ち
①
で
「
現
行
の
漢
文
訓
読
法
で
は
再
読
さ
れ
る
用
法
に
立
っ
て
い

る
再
読
文
字
」
と
し
た
の
は
、
や
や
曖
昧
で
は
あ
る
が
、
Ｂ
の
原
典
『
真
訓
両

読
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』
の
訓
読
文
が
現
行
の
訓
読
法
に
は
従
わ
ず
、
伝
統
的

な
古
く
か
ら
の
訓
読
法
を
残
し
て
お
り
、
Ａ
お
よ
び
Ｃ
の
原
典
が
有
す
る
返
り

点
や
付
載
す
る
訓
読
文
と
は
条
件
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
条
件
差
を
な

く
す
べ
く
、
Ａ
お
よ
び
Ｃ
の
原
典
に
Ｂ
の
原
典
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
こ

の
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
、「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
の
調
査
結
果

本
稿
の
主
た
る
考
察
対
象
で
あ
る
「
仮
名
貞
観
政
要
」
に
つ
い
て
は
最
後
に

考
察
す
る
こ
と
と
し
、
先
に
比
較
対
象
で
あ
る
「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法

華
経
」
お
よ
び
「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
順
次
考
察
し
た

い
。「

妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
は
中
田
祝
夫
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
（
前

掲
中
田
氏
編
『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
』
影
印
篇
上
下
、
昭
和
六
三
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[
一
九
八
八]

年
、
翻
字
篇
平
成
元[

一
九
八
九]

年
）、
そ
の
書
写
年
代
は
鎌
倉
時

代
中
期
、
成
立
は
鎌
倉
時
代
初
・
中
期
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
野
沢

勝
夫
氏
は
「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
小
考
―
そ
の
成
立
時
代
を
中
心

と
し
て
―
」（
中
田
祝
夫
氏
編
『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
』
研
究
篇
平

成
五

[

一
九
九
三]
年
佛
乃
世
界
社
刊
所
収
）
に
お
い
て
「
聞
き
た
ま
ふ
」
と

「
聞
き
た
ま
ふ
る
」
な
ど
七
つ
の
項
目
に
つ
い
て
元
徳
二[

一
三
三
〇]

年
書
写
の

識
語
を
持
つ
「
足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
比
較
し
、「
妙
一
記
念
館
本
」
の

成
立
が
「
足
利
本
」
に
先
立
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
。「
仮
名
貞
観

政
要
」
は
所
伝
で
は
鎌
倉
時
代
初
期
に
菅
原
為
長
が
北
條
政
子
の
求
め
に
応
じ

て
和
訳
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
拙
稿
（
注
一
に
同
じ
）
に
お
い
て

「
仮
名
貞
観
政
要
」
の
増
補
部
分
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
所
伝
の
信
憑
性
を
強

化
す
る
結
論
を
得
た
。
本
稿
で
は
「
仮
名
貞
観
政
要
」
と
成
立
時
期
が
近
い
仮

名
書
き
資
料
の
一
つ
と
し
て
こ
の
「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
を
比

較
対
象
に
採
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
の
調
査
結
果
は
次
の
（
表
一
）
の
通
り

で
あ
る
。

（
表
一
）

文
字

用
例
の
種
類

用
例
数

小
　
計

当

①
マ
サ
ニ
〜
ベ
シ
（
再
読
形
式
）

二
九
一

②
マ
サ
ニ
〜
ム

四

③
マ
サ
ニ
〜
命
令
形

一

④
音
読
（
左
傍
訓
意
訳
一
例
＊
ａ
を
含
む
）

三

二
九
九

宜

①
ヨ
ロ
シ
ク
〜
ベ
シ
（
再
読
形
式
）

八

八

須

①
ス
ベ
カ
ラ
ク
〜
ベ
シ
（
再
読
形
式
）

一

②
「
不
須
」
で
べ
カ
ラ
（
ズ
）

四

③
ベ
シ

一

六

応

①
ベ
シ

一
〇
五

一
〇
五

将

①
マ
サ
ニ
〜
ム
ト
ス
（
再
読
形
式
）

二

②
マ
サ
ニ
〜
ム

三

③
マ
サ
ニ
〜
ベ
シ

一

六

未

①
イ
マ
ダ
〜
ズ
（
再
読
形
式
）

九
三

②
音
読
（
左
傍
訓
イ
マ
ダ
〜
ズ
、
推
定
一
例
＊
ｂ
含
む
）

二
六

③
音
読
（
左
傍
訓
意
訳
＊
ｃ
）

六

④
音
読
（
左
傍
訓
ズ
）

四

⑤
音
読
の
み

二
六

一
五
五

使

①
ヲ
シ
テ
〜
シ
ム
（
再
読
形
式
）

六

②
ヲ
ツ
カ
ヒ
テ
〜
シ
ム

一

七

令

①
ヲ
シ
テ
〜
シ
ム
（
再
読
形
式
、
誤
写
推
定
一
例
＊
ｄ
含
む
）六
九

②
ヲ
〜
シ
ム

一

七
〇

教

①
ヲ
オ
シ
ヘ
テ
〜
シ
ム

一
〇

一
〇

遣

①
ヲ
シ
テ
〜
シ
ム
（
再
読
形
式
）

一

②
ヲ
ツ
カ
ハ
シ
テ
〜
シ
ム

一

二

合
　
　
計

六
六
八
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（
表
一
）
の
注
記

＊
ａ
本
行
「
当
来
」
に
右
傍
訓
「
た
う
ら
い
」
左
傍
訓
「
の
ち
の
よ
」。

＊
ｂ
本
行
「
未
曾
有
」
に
右
傍
訓
「
み
そ
う
う
」
左
傍
訓
「
い
ま
た
む
か
し
も
」
と
あ

り
、「
あ
ら
さ
る
」
を
略
し
た
も
の
と
推
定
。

＊
ｃ
本
行
「
未
来
」
に
右
傍
訓
「
み
ら
い
」
左
傍
訓
「
の
ち
の
よ
」
二
例
。
本
行
「
未

来
」
に
右
傍
訓
「
み
ら
い
」
左
傍
訓
「
す
へ
の
よ
」
二
例
。
本
行
「
未
来
世
」
に

右
傍
訓
「
み
ら
い
せ
」
左
傍
訓
「
の
ち
の
よ
」
二
例
。

＊
ｄ
本
行
「
無
量
阿
僧
祇
の
ひ
と
を
し
はマ
マ

（「
て
」
の
誤
写
と
推
定
）、
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
心
を
お
こ
さ
し
め
」

（
表
一
）
よ
り
、「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
に
お
い
て
各
再
読
文

字
が
ど
れ
く
ら
い
再
読
形
式
に
よ
っ
て
訓
み
下
さ
れ
て
い
る
か
を
百
分
比
（
小

数
点
以
下
第
二
位
四
捨
五
入
）
で
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
当
」
…
…
九
七
・
三
％
（
音
読
例
を
除
く
と
九
八
・
三
％
）

「
宜
」
…
…
一
〇
〇
・
〇
％

「
須
」
…
…
一
六
・
七
％
（「
不
須
」
の
例
を
除
く
と
五
〇
・
〇
％
）

「
応
」
…
…
〇
・
〇
％

「
将
」
…
…
三
三
・
三
％

「
未
」
…
…
六
〇
・
〇
％
（
音
読
例
を
除
く
と
一
〇
〇
・
〇
％
）

「
使
」
…
…
八
五
・
七
％
（
動
詞
訓
を
除
く
と
一
〇
〇
・
〇
％
）

「
令
」
…
…
九
八
・
六
％

「
教
」
…
…
〇
・
〇
％
（
た
だ
し
全
用
例
と
も
動
詞
訓
）

「
遣
」
…
…
五
〇
・
〇
％
（
動
詞
訓
を
除
く
と
一
〇
〇
・
〇
％
）

こ
の
結
果
を
見
る
と
、
音
読
さ
れ
て
い
る
例
を
除
け
ば
、「
当
」「
宜
」「
未
」

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
再
読
形
式
に
従
っ
て
訓
み
下
さ
れ
て
い
る
。
逆
に

「
応
」
字
は
全
て
が
単
に
助
動
詞
ベ
シ
と
訓
み
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
小
林

氏
の
い
う
鎌
倉
時
代
以
降
の
訓
読
状
況
で
あ
る
と
言
え
る
。
一
見
こ
の
推
定
に

反
す
る
と
思
わ
れ
る
、
再
読
形
式
が
低
い
割
合
を
示
す
「
須
」「
将
」
に
つ
い

て
も
、「
須
」
は
「
不
須
」
と
い
う
否
定
形
で
は
全
て
ベ
カ
ラ
ズ
と
訓
じ
ら
れ

て
お
り
、
否
定
の
場
合
は
意
味
的
に
再
読
形
式
に
は
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
比
率
が
下
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
将
」

は
結
び
に
ム
三
例
と
ベ
シ
一
例
が
あ
る
が
、
小
林
氏
も
前
掲
論
文
二
節
の
「
註

２
」
で
「
平
安
中
期
以
後
に
も
非
再
読
の
例
が
見
え
て
い
る
」
と
し
て
「
１

「
将
」

（イ）
副
詞
マ
サ
ニ
と
訓
ん
で
助
動
詞
ム
を
補
読
す
る
。

（ロ）
（ハ）
よ
り
多
い

（
（ロ）
は
「
ム
ト
ス
を
補
読
す
る
」
例
、

（ハ）
は
「
打
消
し
で
結
ぶ
」
例
、
加
藤
補
）」

と
言
及
し
て
い
る
。「
将
」
字
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
非
再
読
の
用
例
が
や

や
後
ま
で
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
補
読
語
と
し
て
ベ
シ
を

採
る
用
例
は
珍
し
い
よ
う
で
あ
り
、
大
坪
氏
前
掲
書
が
「
石
山
寺
蔵
瑜
伽
師
地

論
初
期
点
巻
二
一
」
か
ら
一
例
を
引
い
て
い
る
（
同
書
二
八
〇
頁
、
注
三
）
程

度
で
あ
る
。
村
上
氏
が
保
留
し
た
「
未
」
字
の
再
読
に
つ
い
て
も
、
音
読
例
以

外
は
全
て
再
読
形
式
に
従
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
本
資
料
成
立
時
点
ま
で
に
、

仏
家
点
で
は
、「
未
」
字
の
再
読
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ

る
。ま

た
、
使
役
形
の
再
読
文
字
「
使
」「
令
」「
教
」「
遣
」
に
つ
い
て
は
、
動
詞

と
し
て
訓
じ
て
い
る
例
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
再
読
形
式
に
従
っ
て
訓
み
下

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
小
林
氏
の
い
う
平
安
中
期
以
後
の
訓
読
法
で
あ
る
。
た

だ
し
訓
み
下
し
て
し
ま
っ
た
形
で
は
シ
ム
が
再
読
部
分
で
あ
る
の
か
補
読
語
で
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二四

あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
仏
家
点
形
式
由
来
な
の
か
博
士
家
点
形
式
由

来
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
か
ら
、
こ
の
「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
に
つ
い
て
は
、
本

資
料
成
立
時
期
と
併
行
し
た
、
鎌
倉
時
代
の
再
読
文
字
の
訓
読
状
況
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
の
調
査
結
果

「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
は
川
瀬
一
馬
氏
に
よ
り
安
田
文
庫
叢
刊
第
一
篇
と
し
て

翻
刻
・
紹
介
さ
れ
た
。
川
瀬
氏
に
よ
れ
ば
、
室
町
時
代
中
期
の
書
写
（
第
三
冊

の
み
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
原
本
を
忠
実
に
模
写
し
た
も
の
）
で
あ
り
、

之
を
現
存
の
論
語
古
注
本
と
對
照
す
る
と
、
本
書
は
、
義
疏
を
混
入
し
な

い
純
粹
の
集
解
本
に
據
つ
て
、
書
き
下
し
と
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
其
の

讀
み
方
に
は
、
稍
音
讀
を
多
く
交
じ
へ
て
ゐ
る
傾
向
が
あ
る
點
か
ら
察
し

て
、
五
山
僧
か
若
し
く
は
其
の
関
係
者
の
手
に
な
つ
た
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
に
類
本
が
な
い
か
ら
、
本
書
の
み
に

就
い
て
室
町
時
代
一
般
の
論
語
の
發
音
通
り
の
讀
み
方
を
論
ず
る
事
は
、

稍
早
計
で
あ
ら
う
が
、
多
少
個
人
的
な
讀
み
く
せ
を
含
む
も
の
と
し
て
も
、

他
に
多
く
殘
存
す
る
同
時
代
の
訓
點
本
を
參
照
し
て
之
を
見
る
に
、

大
體
に
於
い
て
其
の
當
時
の
論
語
の
讀
み
方
が
、
本
書
に
表
記
さ
れ
て
ゐ

る
樣
な
も
の
で
あ
つ
た
事
は
十
分
に
言
へ
る
と
思
ふ
。（
同
書
「
假
名
書
論

語
解
題
」
六
頁
）

と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
坂
詰
力
治
氏
は
、「『
か
な
が
き
ろ
ん
ご
』
に
つ
い
て
―
室
町

時
代
語
資
料
と
し
て
の
考
察
―
」（
近
代
語
学
会
「
近
代
語
研
究
」
編
集
委
員
会

編
『
近
代
語
研
究
』
第
五
集
、
昭
和
五
二

[

一
九
七
七]

年
武
蔵
野
書
院
刊
、
所

収
）
に
お
い
て
本
資
料
の
訓
法
を
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
論
語
集
解
建
武
本
の
室

町
期
補
加
の
別
訓
と
比
較
し
、「
撥
音
化
に
よ
る
訓
読
表
記
」
な
ど
五
種
類
の

室
町
時
代
の
特
徴
的
な
訓
法
表
記
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
一
致
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
（
同
書
四
五
頁
）

も
の
の
、
詳
細
に
見
る
と
相
異
も
あ
り
、
そ
の
相
異
の
う
ち
建
武
本
の

清
原
家
の
訓
法
を
伝
え
る
清
原
頼
元
・
良
兼
訓
と
一
致
す
る
も
の
（
具
体

例
別
掲
）
が
相
当
多
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
書
が

「
五
山
僧
か
若
し
く
は
そマ

マ

の
関
係
者
の
手
に
な
っ
た
」
も
の
と
し
て
も
、
本

書
の
「
論
語
」
の
訓
法
が
表
記
面
に
お
い
て
、
特
に
時
代
的
な
特
徴
を
顕

著
に
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
、
博
士
家
で
伝
承
せ
ら
れ
た
固

定
化
し
た
訓
読
法
が
、
一
方
に
お
い
て
相
当
踏
襲
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

理
解
す
る
の
で
あ
る
（
同
書
五
〇
頁
）

と
し
、
室
町
時
代
の
訓
法
と
博
士
家
の
伝
統
的
な
訓
法
と
が
混
在
し
て
い
る
も

の
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
室
町
時
代
成
立
と
い
う
や
や
時
代
が
下
る
資
料
で
は
あ
る
が
、

「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
が
仏
典
の
仮
名
書
き
資
料
で
あ
る
の
に
対

し
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
と
同
じ
漢
籍
の
仮
名
書
き
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
比

較
対
照
の
た
め
の
資
料
と
し
て
調
査
の
対
象
と
し
た
。
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二五

「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
の
調
査
結
果
は
次
の
（
表
二
）
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
二
）

文
字

用
例
の
種
類

用
例
数

小
　
計

将

①
マ
サ
ニ
〜
セ
ン
ト
ス
（
再
読
形
式
）

一
〇

②
マ
サ
ニ
〜
（
イ
ヅ
レ
ヲ
カ
）
〜
ン

一

一
一

未

①
イ
マ
ダ
〜
ズ
（
再
読
形
式
）

一
九

②
イ
マ
ダ
〜
ジ

一

③
音
読
（「
未
可
」
を
「
び
か
」
と
音
読
）

二

二
二

猶

①
ナ
ホ
〜
ノ
ゴ
ト
シ
（
再
読
形
式
①
）

七

②
ナ
ホ
〜
ガ
ゴ
ト
シ
（
再
読
形
式
②
）

二

九

使

①
ヲ
シ
テ
〜
シ
ム
（
再
読
形
式
）

四

四

合
　
　
計

四
六

現
存
す
る
「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
は
論
語
全
体
の
約
三
分
の
二
の
分
量
の
書

き
下
し
で
あ
り
、「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
よ
り
も
と
も
と
の
分
量

が
少
な
い
。
か
つ
使
用
さ
れ
た
再
読
文
字
の
種
類
も
わ
ず
か
四
種
で
あ
り
、
使

用
頻
度
も
低
く
、
用
例
数
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

さ
て
、（
表
二
）
よ
り
、「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
に
お
い
て
各
再
読
文
字
が
ど

れ
く
ら
い
再
読
形
式
に
よ
っ
て
訓
み
下
さ
れ
て
い
る
か
を
百
分
比
（
小
数
点
以

下
第
二
位
四
捨
五
入
）
で
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
将
」
…
…
九
〇
・
九
％

「
未
」
…
…
八
六
・
四
％
（
音
読
例
を
除
く
と
九
五
・
〇
％
）

「
猶
」
…
…
一
〇
〇
・
〇
％

「
使
」
…
…
一
〇
〇
・
〇
％

こ
れ
よ
り
、「
猶
」「
使
」
が
全
て
再
読
形
式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、「
将
」、

お
よ
び
音
読
例
を
除
け
ば
「
未
」
も
、
九
〇
％
以
上
が
再
読
形
式
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
将
」
の
②
は
「
子
将
奚
先
（
子
路
第
十
三
の
三
）」
を
「
し
ま
さ
に
い
つ
れ

を
か
さ
き
ん
せ
ん
。（
巻
七
、
二
六
オ
）」
と
訓
読
し
て
い
る
も
の
で
、
疑
問
詞

疑
問
文
と
い
う
文
型
に
よ
り
「
〜
ム
ト
ス
」
と
い
う
結
び
に
な
ら
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
未
」
の
②
は
、「
未
有
、
小
人
而
仁
者
也
（
憲
問
第

十
四
の
七
）」
を
「
い
ま
た
あ
ら
し
、
せ
う
人
に
し
て
じ
ん
あ
る
も
の
は
。（
巻

七
、
三
二
ウ
）」
と
訓
読
し
て
い
る
も
の
で
、
推
量
の
意
を
残
し
断
言
形
を
避
け

る
よ
う
に
「
ジ
」
で
訓
じ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
辺
り
、
必
ず
し
も
同
一
文
字

に
同
一
訓
を
充
て
る
よ
う
な
形
式
的
訓
読
に
は
成
り
き
っ
て
い
な
い
と
い
う
感

が
あ
り
、
坂
詰
氏
の
い
う
「
博
士
家
で
伝
承
せ
ら
れ
た
固
定
化
し
た
訓
読
法
が
、

一
方
に
お
い
て
相
当
踏
襲
せ
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
の
一
端
を
示
す
も
の
と
言
え

よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
再
読
文
字
は
ほ
ぼ
再
読
形
式
に
よ
っ
て
訓

み
下
さ
れ
て
お
り
、
先
の
「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
共
通
す
る

「
将
」「
未
」「
使
」
に
つ
い
て
も
再
読
形
式
に
よ
る
訓
読
の
比
率
が
上
昇
し
て
い

る
。
よ
っ
て
少
な
く
と
も
こ
の
二
つ
の
資
料
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
仮
名
書
き

資
料
に
お
い
て
も
再
読
文
字
の
再
読
形
式
に
よ
る
訓
み
下
し
が
時
代
が
下
る
と

と
も
に
確
立
し
、
よ
り
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

な
お
、
か
な
り
時
代
が
下
る
の
で
直
接
関
係
す
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
村
上
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二六

氏
の
保
留
し
た
平
安
時
代
初
期
か
ら
院
政
期
ま
で
の
「
未
」
字
の
再
読
に
関
し

て
、
本
資
料
の
状
況
か
ら
、
遅
く
と
も
室
町
時
代
中
期
ま
で
に
は
漢
籍
の
訓
読

に
お
い
て
も
再
読
が
一
般
化
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

五
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
の
調
査
結
果

「
仮
名
貞
観
政
要
」
の
調
査
結
果
は
次
の
（
表
三
）
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
三
）

文
字

用
例
の
種
類

用
例
数

小
計

当

①
マ
サ
ニ
〜
ベ
シ
（
再
読
形
式
）

八

②
ベ
シ
（
助
動
詞
訓
の
み
）

一
五
（
四
）
＊

③
ム
（
助
動
詞
訓
の
み
）

一
（
一
）

④
そ
の
他
（「
当
〜
不
」
で
「
ジ
」
と
訳
す
）

一

⑤
意
訳
（
直
訳
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
）

一
〇

⑥
和
訳
無
し
（
当
該
部
分
の
和
訳
が
欠
け
て
い
る
も
の
）

一
六

五
一

宜

①
ヨ
ロ
シ
ク
〜
ベ
シ
（
再
読
形
式
）

一
一

②
ス
ベ
カ
ラ
ク
〜
ベ
シ

一

③
ベ
シ
（
助
動
詞
訓
の
み
）

二
一
（
七
）

④
命
令
形

一

⑤
そ
の
他
（
副
詞
「
ス
ベ
カ
ラ
ク
」
の
み
）

一

⑥
意
訳

一
一

⑦
和
訳
無
し

一
五

六
一

須

①
ス
ベ
カ
ラ
ク
〜
ベ
シ
（
再
読
形
式
）

一
一
（
一
）

②
ベ
シ
（
助
動
詞
訓
の
み
）

二
四
（
九
）

③
意
訳

一
一

④
和
訳
無
し

一
四

六
〇

応

①
意
訳

四

②
和
訳
な
し

四

八

合

①
ベ
シ
（
助
動
詞
訓
の
み
）

三

②
意
訳

六

九

方

①
和
訳
無
し

一

一

且

①
ム
（
助
動
詞
訓
の
み
）

一

②
そ
の
他
（「
且
不
」
で
「
ジ
」
と
訳
す
）

一

③
意
訳

一

三

正

①
ム
ト
ス
（
結
び
部
分
の
訓
の
み
）

一

一

将

①
マ
サ
ニ
〜
ム
ト
ス
（
再
読
形
式
）

三

②
マ
サ
ニ
〜
ム

一
（
一
）

③
マ
サ
ニ
〜
ベ
シ

一
（
一
）

④
ム
ト
ス
（
結
び
部
分
の
訓
の
み
）

二
八
（
三
）

⑤
ム
（
助
動
詞
訓
の
み
）

四

⑥
ベ
シ
（
助
動
詞
訓
の
み
）

二
（
一
）

⑦
マ
サ
ニ
（
副
詞
訓
の
み
）

二
（
一
）

⑧
意
訳

二
七

⑨
和
訳
無
し

一
三

八
一
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二七

未

①
イ
マ
ダ
〜
ズ
（
再
読
形
式
）

三
六
（
三
）

②
イ
マ
ダ
〜
ジ

二

③
イ
マ
ダ
〜
ナ
シ

一

④
サ
ラ
ニ
〜
ナ
シ

一

⑤
ズ
（
助
動
詞
訓
の
み
）

三
二
（
六
）

⑥
ジ
（
助
動
詞
訓
の
み
）

一

⑦
ナ
シ
（
形
容
詞
訓
の
み
）

二
（
一
）

⑧
意
訳

三
五

⑨
和
訳
無
し

六
三

一
七
三

猶

①
ナ
ホ
〜
ノ
ゴ
ト
シ
（
再
読
形
式
）

一

②
ノ
ゴ
ト
シ
（
結
び
部
分
の
訓
の
み
）

七

③
ガ
ゴ
ト
シ
（
結
び
部
分
の
訓
の
み
）

六
（
一
）

④
意
訳

一

⑤
和
訳
無
し

五

二
〇

盍

①
ナ
ン
ゾ
〜
ザ
ル
（
再
読
形
式
）

一

一

使

①
ヲ
シ
テ
〜
シ
ム
（
再
読
形
式
）

六

②
ヲ
以
テ
〜
シ
ム

一

③
ヲ
シ
テ
〜
ス

一

④
シ
ム
（
助
動
詞
訓
の
み
）

八
（
六
）

⑤
そ
の
他
（
〜
ヲ
シ
テ
の
み
）

一

⑥
意
訳

三
四

⑦
和
訳
無
し

二
五

七
六

令

①
ヲ
シ
テ
〜
シ
ム
（
再
読
形
式
）

一
一

②
ヲ
シ
テ
〜
他
動
詞

一

③
ニ
命
ジ
テ
〜
シ
ム

一

④
シ
ム
（
助
動
詞
訓
の
み
）

三
（
一
）

⑤
そ
の
他
（「
ヲ
以
テ
」
一
、「
ヲ
シ
テ
」
一
）

二

⑥
意
訳

二
八

⑦
和
訳
無
し

八

五
四

遣

①
ヲ
シ
テ
〜
シ
ム
（
再
読
形
式
）

二

②
意
訳

三

五

合
　
　
計

六
〇
四

（
表
三
）
の
注
記

＊
用
例
数
の
う
ち
、（

）
内
の
数
は
、
そ
の
用
法
の
用
例
数
の
中
で
「
意
訳
」
と
も
考

え
ら
れ
る
も
の
の
数
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
当
」
の
②
で
は
一
五
例
の
中
で
四

例
は
「
意
訳
」
の
用
例
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

集
計
結
果
に
関
し
て
、
ま
ず
、
先
に
見
た
「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華

経
」
と
「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
用
例
の
種
類
」
で
あ

る
「
意
訳
」
お
よ
び
「
和
訳
無
し
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
説
明
す
る
必
要
が

あ
る
。

「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
は
原
則
と
し

て
原
典
漢
文
を
そ
の
ま
ま
逐
字
訳
的
に
訓
み
下
し
、
仮
名
書
き
に
し
た
資
料
で

あ
る
。
表
記
上
は
「
仮
名
書
き
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
読
み
取
る
段
階
で
は
、

原
漢
文
に
訓
点
や
送
り
仮
名
を
施
し
て
訓
み
下
し
方
を
指
定
し
た
訓
点
資
料
と

大
差
が
な
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
は
原
典
漢
文
を
そ
の
ま
ま
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逐
字
訳
的
に
訓
み
下
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
部
分
も
含
ま
れ
て
い

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
部
分
は
原
典
漢
文
の
主
旨
を
伝
え
れ
ば
良
し
と
す

る
意
訳
的
な
方
法
で
和
訳
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
不
要
と
判
断
す
れ
ば
原
典
漢

文
の
一
部
を
省
略
し
、
全
く
訳
さ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

以
下
、
短
章
を
一
つ
採
り
挙
げ
て
具
体
的
に
そ
の
和
訳
方
法
の
実
際
を
示
す
。

な
お
、
引
用
文
中
の
記
号
（
ａ
、
①
な
ど
）
と
傍
線
は
加
藤
が
加
え
た
も
の
で

あ
る
。

原
典
漢
文
（
巻
第
六
論
悔
過
篇
第
二
十
四
、
第
一
章
）

貞
観
二
年
、
太
宗
謂
房
玄
齢
曰
、ａ
為
人
大
須
學
問
。ｂ
朕
往
為
群
兇
未
定
、

東
西
征
討
、
躬
親
戎
事
、
不
暇
讀
書
。
此
來
四
海
安
静
、
身
處
殿
堂
、ｃ
不

能
自
執
書
巻
、ｄ
使
人
讀
而
聽
之
。
君
臣
父
子
、
政
教
仁
義
之
道
、
竝
在
書

内
。ｅ
古
人
云
、
不
學
牆
面
。
莅
事
惟
繁
。
不
徒
言
也
。ｆ
却
省
少
小
時
行
事
、

大
覺
其
非
。（
原
田
氏
校
注
本
下
巻
五
一
四
頁
、
注
四
）

原
典
訓
み
下
し
文

貞
観
二
年

ぢ
や
う
ぐ
わ
ん
に
ね
ん
、
太
宗

た
い
そ
う

、
房
玄
齢

ば
う
げ
ん
れ
い

に
謂い

ひ
て
曰い
は

く
、ａ
人ひ
と

と
為な

り
て
は
大お
ほ

い
に
須
す
べ
か
ら

く
學
問

が
く
も
ん

す
べ
し
。ｂ
朕ち
ん

、
往さ
き

に
群
兇
未

ぐ
ん
き
よ
う
い
ま

だ
定さ
だ

ま
ら
ざ
る
が
為た

め
に
、
東と
う

西ざ
い

征せ
い

討た
う

し
、
躬み

、
戎じ
う

事じ

を
親
み
づ
か

ら
し
、
書し
よ

を
讀よ

む
に
暇
い
と
ま

あ
ら
ず
。
此こ
の

來ご
ろ

、
四し

海か
い

安あ
ん

静せ
い

、
身み

、
殿で
ん

堂だ
う

に
處を

る
も
、ｃ
自
み
づ
か

ら
書
巻

し
よ
く
わ
ん

を
執と

る
能あ
た

は
ず
ｄ

人ひ
と

を
し
て
讀よ

ま

し
め
て
之こ

れ

を
聽き

く
。
君く
ん

臣し
ん

父ふ

子し

、
政せ
い

教け
う

仁じ
ん

義ぎ

の
道み
ち

、
竝な
ら

び
に
書し
よ

内な
い

に
在あ

り
。

ｅ
古こ

人じ
ん

云い

ふ
、
學ま
な

ば
ざ
れ
ば
牆
面

し
や
う
め
ん

す
。
事こ
と

に
莅の
ぞ

み
て
惟こ

れ
繁は
ん

な
り
、
と
。
徒と

言げ
ん

な
ら
ざ
る
な
り
。ｆ
却か
へ

つ
て
少せ
う

小せ
う

の
時と
き

の
行か
う

事じ

を
省
か
へ
り

み
、
大お
ほ

い
に
其そ

の
非ひ

な
る
を
覺お
ぼ

ゆ
る
な
り
、
と
。（
同
前
）

仮
名
貞
観
政
要
（
巻
六
、
ア
ヤ
マ
チ
ヲ
ク
ユ
ル
コ
ト
ヲ
論
ス
ル
篇
第
廾
四
、

第
一
章
）

貞
観
二
年
ニ
、
太
宗
、
房
玄
齢
ニ
カ
タ
テ
、
ノ
タ
マ
ハ
ク
、①「
人
タ為

ラ也

ム
モ

ノ
、
ヲ
ホ
キ
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
ク
学カ

ク

問モ
ム

ス
ヘ
シ
。②
朕チ
ム

、
ム
カ
シ
、
四
方ハ
ウ

ヲ
征セ
イ

シ
、

群ク
ム。
兇ケ
ウ。ヲ
サ
タ
ム
ル
ヲ
事
ト
シ
テ
、
書シ
ヨ

ヲ
ヨ
ム
ニ
イ
ト
マ
ア
ラ
ス
。
コ
ノ
コ

ロ
、
一
天
シ
ツ
カ
ニ
シ
テ
、
身ミ

、
殿テ
ン

堂タ
ウ

ニ
ヲ
リ
。③
ミ
ツ
カ
ラ
書シ
ヨ

巻ケ
ン

ヲ
ヨ
マ

ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
、④
人
ヲ
シ
テ
ヨ
マ
セ
テ
、
コ
レ
ヲ
キ
ク
。
君ク
ン

臣シ
ン

ノ
マ
ツ
リ

コ
ト
、
父フ

子シ

ノ
礼レ
イ

、
仁シ
ム

義キ

ノ
ミ
チ
、⑤
忠チ
ウ

烈レ
ツ

ノ
功コ
ウ

、
シ
カ
シ
ナ
カ
ラ
シ
ル
シ

テ
、
書シ

ヨ

ノ
ウ
チ
ニ
ア
リ
。⑥
ヨ
テ
、
ム
カ
シ
ノ
ア
ヤ
マ
リ
ヲ
、
シ
リ
ソ
ケ
ア

ラ
タ
メ
テ
、
書シ

ヨ

籍セ
キ

ノ
道タ
ウ

理リ

ニ
シ
タ
カ
ハ
ン
ト
ス
。」（
第
三
冊
、
三
八
ウ
、

注
五
）

原
典
漢
文
の
（
お
よ
び
そ
の
逐
字
訳
の
訓
み
下
し
文
の
、
以
下
同
じ
）
ａ
部

分
は
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
の
和
訳
で
は
、
①
の
よ
う
に
、「
為
人
」
の
部
分
が

現
行
の
訓
み
下
し
と
異
な
る
も
の
の
、
原
文
に
従
い
ほ
ぼ
逐
字
訳
的
に
訓
み
下

さ
れ
て
い
る
。
原
典
の
ｄ
部
分
も
同
様
に
④
の
よ
う
に
ほ
ぼ
逐
字
訳
的
に
訓
み

下
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
典
の
ｂ
部
分
に
該
当
す
る

②
の
部
分
は
、「
躬
親
戎
事
」
の
部
分
を
略
し
て
訳
さ
ず
、
ま
た
「
未
だ
定
ま
ら

ざ
る
が
為
に
」
に
該
当
す
る
意
味
を
捨
象
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
ｂ
部
分
の

意
味
の
主
旨
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
逐
字
訳
で
は
な
く
、「
意
訳
」
と
す
る
し

か
な
い
。
こ
れ
は
ｆ
部
分
に
該
当
す
る
⑥
の
和
訳
部
分
で
も
同
様
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
原
典
の
ｅ
部
分
は
和
訳
で
は
該
当
す
る
も
の
が
な
く
、
訳
出
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
う
い
う
場
合
を
「
和
訳
無
し
」
と
し
た
。
逆
に
和
訳
の
⑤
の
部
分
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「
忠チ
ウ

烈レ
ツ

ノ
功コ
ウ

」
に
該
当
す
る
原
典
本
文
は
な
く
、
こ
の
⑤
の
部
分
は
訳
者
に
よ
っ

て
増
補
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。（
た
だ
し
増
補
し
た
部
分
は
本
稿
の
調
査
対
象

と
し
て
は
挙
が
っ
て
来
な
い
の
で
直
接
関
係
は
な
い
。）

こ
の
よ
う
に
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
で
は
、
逐
字
訳
で
は
な
く
、
意
訳
や
抄
訳
、

増
補
訳
を
交
え
た
、
極
め
て
自
由
な
和
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
再
読
文
字
の
訓
読
状
況
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
、
先
に
見
た
「
妙
一

記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
に
比
べ
、
よ
り
慎
重
で
多

角
的
な
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
。
以
下
、
節
を
改
め
て
、
こ
の
調

査
結
果
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

六
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
に
お
け
る
再
読
文
字
訓
読
状
況
に
つ
い
て
の
考
察

「
仮
名
貞
観
政
要
」
の
全
用
例
の
う
ち
、「
意
訳
」
の
例
は
全
部
で
一
七
一
例

（
二
八
・
三
％
）、「
和
訳
無
し
」
の
用
例
は
全
部
で
一
六
四
例
（
二
七
・
二
％
）

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
用
例
を
除
い
た
う
え
で
、
先
の
二
資
料
と
同
様
に
「
仮
名

貞
観
政
要
」
に
お
い
て
各
再
読
文
字
が
ど
れ
く
ら
い
再
読
形
式
に
よ
っ
て
訓
み

下
さ
れ
て
い
る
か
を
百
分
比
（
小
数
点
以
下
第
二
位
四
捨
五
入
）
で
示
す
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

「
当
」
…
…
三
二
・
〇
％

「
宜
」
…
…
三
一
・
四
％

「
須
」
…
…
三
一
・
四
％

「
応
」
…
…
「
意
訳
」「
和
訳
無
し
」
の
み
で
他
の
用
例
な
し
。

「
合
」
…
…
〇
・
〇
％

「
方
」
…
…
「
和
訳
な
し
」
の
み
で
他
の
用
例
な
し
。

「
且
」
…
…
〇
・
〇
％

「
正
」
…
…
〇
・
〇
％

「
将
」
…
…
七
・
三
％

「
未
」
…
…
四
八
・
〇
％

「
猶
」
…
…
七
・
一
％

「
盍
」
…
…
一
〇
〇
・
〇
％

「
使
」
…
…
三
五
・
三
％

「
令
」
…
…
六
一
・
一
％

「
遣
」
…
…
一
〇
〇
・
〇
％

「
意
訳
」「
和
訳
無
し
」
を
除
く
と
用
例
が
な
い
「
応
」「
方
」、
お
よ
び
も
と

も
と
用
例
が
少
な
か
っ
た
り
、
用
例
が
わ
ず
か
し
か
残
ら
な
い
「
合
」「
且
」

「
正
」「
盍
」「
遣
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
比
率
か
ら
個
々
の
文
字
の
訓
読
状
況
に

関
し
て
何
か
を
推
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
比
較
的
用
例
数
の
多
い
「
当
」

「
宜
」「
須
」「
将
」「
未
」「
猶
」「
使
」「
令
」
に
つ
い
て
先
の
二
資
料
と
比
較
し

て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
空
白
部
分
は
用
例
な
し
）。

文
字

仮
名
貞
観
政
要

妙
一
記
念
館
本
か
な
書
き
法
華
経

か
な
が
き
き
ろ
ん
ご

「
当
」

三
二
・
〇
％

九
八
・
三
％
（
除
音
読
例
）

「
宜
」

三
一
・
四
％

一
〇
〇
・
〇
％

「
須
」

三
一
・
四
％

五
〇
・
〇
％
（
除
「
不
須
」）

「
将
」

七
・
三
％

三
三
・
三
％

九
〇
・
九
％
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「
未
」

四
八
・
〇
％

一
〇
〇
・
〇
％
（
除
音
読
例
）

九
五
・
〇
％（
除
音
読
例
）

「
猶
」

七
・
一
％

一
〇
〇
・
〇
％

「
使
」

三
五
・
三
％

一
〇
〇
・
〇
％
（
除
動
詞
訓
）

一
〇
〇
・
〇
％

「
令
」

六
一
・
一
％

九
八
・
六
％

他
の
二
資
料
と
比
較
し
て
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
に
お
け
る
再
読
文
字
の
再
読

形
式
に
よ
る
訓
読
の
比
率
は
低
い
。
最
も
再
読
形
式
の
比
率
が
高
い
「
令
」
で

も
六
一
・
一
％
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
再
読
形
式
で
な
い
場
合
の
方
が
多
い
。

再
読
形
式
で
な
い
場
合
を
（
表
三
）
で
検
す
る
と
、
単
に
助
動
詞
（「
将
」
の
場

合
は
ム
ト
ス
、「
未
」
の
場
合
は
ナ
シ
、
等
も
）
の
み
に
訓
ず
る
場
合
が
も
っ
と

も
多
く
、
次
に
後
に
定
式
化
し
た
再
読
形
式
で
は
な
い
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

訓
ず
る
場
合
が
続
く
。
単
に
副
詞
の
み
に
訓
ず
る
場
合
は
少
な
く
「
宜
」
の
一

例
と
「
将
」
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
林
氏
・
村
上
氏
の
述
べ
た
平
安

時
代
中
期
か
ら
院
政
期
の
訓
読
状
況
に
近
い
と
言
え
る
。

「
仮
名
貞
観
政
要
」
の
成
立
は
所
伝
で
は
鎌
倉
時
代
初
期
で
あ
る
。
当
時
の
再

読
文
字
の
訓
読
法
に
従
え
ば
、
少
な
く
と
も
逐
字
訳
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
再
読
形
式
に
よ
る
訓
み
下
し
が
行
な
わ
れ
て
い
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

し
か
る
に
こ
の
よ
う
に
そ
れ
よ
り
も
古
い
時
代
の
状
況
に
近
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
二
種
類
の
仮
説
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
「
仮
名
貞
観
政
要
」
の
和
訳
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
訓
読
法

で
は
な
く
、
も
っ
と
古
い
時
代
の
訓
読
法
に
よ
っ
て
和
訳
が
な
さ
れ
た
と
い
う

仮
説
で
あ
る
。「
仮
名
貞
観
政
要
」
は
博
士
家
の
一
つ
、
菅
原
家
の
学
儒
菅
原
為

長
に
よ
っ
て
和
訳
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
小
林
氏
は
、
仏
典
の
訓
読
法

と
漢
籍
の
訓
読
法
に
は
種
々
の
相
違
点
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
、
そ
の
原
因
を

佛
書
の
訓
法
が
一
般
に
史
的
變
遷
に
基
く
新
し
い
訓
法
を
反
映
し
易
い
も

の
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
漢
籍
で
は
、
古
い
時
代
の
訓
法
（
平
安
初
期
か
）

を
傳
え
る
面
が
強
い
為
で
あ
ろ
う
（『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読

の
国
語
史
的
研
究
』、
昭
和
四
二[

一
九
六
七]

年
東
京
大
学
出
版
会
刊
、
三

三
九
頁
）

と
推
定
し
た
。
菅
原
家
等
博
士
家
で
伝
統
的
な
訓
読
法
が
尊
重
さ
れ
た
可
能
性

は
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
と
再
読
文
字
の
訓
読
法
に
関
し
て
は
、
第
一
節
で
要
約
し
て
紹

介
し
た
小
林
氏
の
報
告
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、「
令
」
や
「
使
」
な
ど
の

表
記
の
方
式
を
除
い
て
、
仏
家
点
お
よ
び
博
士
家
点
に
お
い
て
再
読
文
字
の
訓

法
に
つ
い
て
相
違
が
あ
る
と
の
言
及
は
な
い
。
ま
た
小
林
氏
は
、
前
掲
書
『
平

安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
の
「
第
一
章
漢
籍
訓
読

語
の
性
格
」
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
「
群
書
治
要
古
点
」
の
訓
法
を
同

時
代
の
仏
書
「
教
行
信
証
古
点
」
お
よ
び
南
北
朝
期
の
仏
書
「
倭
点
法
華
経
」

の
訓
法
と
比
較
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
漢
籍
・
仏
書
に
共
通
す
る
訓
法
と
し

て
「
未
」「
須
」「
当
」「
将
」「
宜
」
と
い
っ
た
文
字
の
再
読
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
（
同
書
四
六
四
頁
）。
や
は
り
鎌
倉
時
代
以
後
は
仏
家
・
博
士
家
と
も
に
再
読

文
字
は
原
則
と
し
て
再
読
に
よ
り
訓
読
し
て
い
た
と
す
る
し
か
な
い
。

よ
っ
て
「
仮
名
貞
観
政
要
」
に
お
い
て
再
読
形
式
に
よ
る
和
訳
の
比
率
が
低

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
単
に
博
士
家
で
伝
統
的
な
訓
法
が
尊
重
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
と
す
る
仮
説
に
は
従
い
難
く
な
る
。
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も
う
一
つ
は
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
が
原
典
の
直
訳
つ
ま
り
逐
字
訳
で
は
な
く
、

啓
蒙
的
観
点
か
ら
意
訳
・
抄
訳
・
増
補
訳
な
ど
を
用
い
て
多
様
に
和
訳
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
再
読
形
式
と
い
う
直
訳
的
な
訓
読
法
が
直
訳
の
場
合
ほ
ど

充
分
に
は
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

「
仮
名
貞
観
政
要
」
は
北
條
政
子
の
依
頼
に
よ
り
和
訳
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
訳
者
菅
原
為
長
が
北
條
政
子
の
よ
う
な
あ
ま
り
漢
学
の
素
養
の
な
い
女

性
に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
種
々
工
夫
を
加
え
て
和
訳
し
た
こ
と
は
、
充

分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
際
に
再
読
文
字
が
関
係
す
る
部
分
の
用

例
だ
け
に
つ
い
て
も
、「
意
訳
」
が
二
八
・
三
％
、
抄
訳
に
当
た
る
「
和
訳
無
し
」

が
二
七
・
二
％
、
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、「
仮
名
貞
観
政
要
」

の
和
訳
文
が
単
純
な
逐
字
訳
に
よ
る
訓
み
下
し
文
の
み
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
こ
と
は
具
体
的
に
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

「
仮
名
貞
観
政
要
」
が
北
條
政
子
の
よ
う
な
女
性
の
た
め
に
書
か
れ
た
と
す
る

と
、
原
典
の
漢
文
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
翻
訳
し
た
仮
名
文
と
し
て
だ
け
読
ん

で
理
解
し
や
す
け
れ
ば
よ
い
た
め
、
原
典
の
漢
文
に
再
読
文
字
が
使
用
さ
れ
て

い
て
も
、
仮
名
文
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
再
読
形
式
に
従
っ
て
訳
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、「
未
」
は
比
較

的
再
読
形
式
に
従
っ
て
和
訳
さ
れ
る
比
率
が
高
い
文
字
で
あ
る
が
、
こ
の
「
未
」

字
の
使
用
さ
れ
た
部
分
を
和
訳
す
る
場
合
も
、

原
典
漢
文
（
巻
第
一
君
道
篇
第
一
、
第
一
章
）

何
曰
、
未
聞
身
理
而
國
亂
者
。（
原
田
氏
校
注
本
上
巻
三
一
頁
）

原
典
訓
み
下
し

せ
ん

何か

曰い
は

く
、
未い
ま

だ
身み

理を
さ

ま
り
て
國く
に

亂み
だ

る
る
者も
の

を
聞き

か
ず
、
と
。（
同
前
）

仮
名
貞
観
政
要
（
巻
一
、
君
道
篇
第
一
、
第
一
章
）

何
カ
イ
ハ
ク
、
イ
マ
タ
身
ヲ
サ
マ
リ
テ
國
ミ
タ
ル
事
ヲ
キ
カ
ス
、
ト
イ

ウ
。（
第
一
冊
、
三
ウ
）

の
よ
う
に
、「
ま
だ
〜
し
な
い
（
し
た
こ
と
が
な
い
）」
と
い
っ
た
意
味
の
場
合

は
副
詞
部
分
「
イ
マ
ダ
」
も
加
え
て
訳
す
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
単
に
否
定
す
る

だ
け
の
場
合
、
例
え
ば

原
典
漢
文
（
巻
第
一
政
體
篇
第
二
、
第
五
章
）

若
詔
敕
頒
下
、
有
未
穏
便
者
。
必
須
執
奏
。（
原
田
氏
校
注
本
上
巻
六
五

頁
）

原
典
訓
み
下
し

若も

し
詔
敕
頒
下

せ
う
ち
よ
く
は
ん
か

し
、
未い
ま

だ
穏を
ん

便び
ん

な
ら
ざ
る
者も
の

有あ

ら
ば
、
必
か
な
ら

ず
須
す
べ
か
ら
く
執し
つ

奏そ
う

す

べ
し
。（
同
前
）

仮
名
貞
観
政
要
（
巻
一
、
政
體
篇
第
二
、
第
四
章
）

勅
宣
ヲ
ア
カ
テ
、
ク
タ
サ
ム
ニ
、
穏ヲ

ム

便ヒ
ム

ナ
ラ
サ
ル
事
ア
ラ
ハ
、
ヲ
ノ
ヲ
ノ
、

奏
ス
ヘ
シ
。（
第
一
冊
、
十
二
ウ
）

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
単
に
「
ズ
（
ザ
ル
）」
だ
け
で
よ
く
、
副
詞
部
分
「
イ
マ

ダ
」
を
加
え
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で
「
イ
マ

ダ
」
を
加
え
る
の
は
む
し
ろ
原
典
漢
文
の
意
味
を
誤
っ
て
伝
え
る
こ
と
に
な
る

と
も
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
の
仮
説
よ
り
こ
ち
ら
の
仮
説
の
方

が
可
能
性
が
高
い
と
言
え
そ
う
だ
。

以
下
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
で
、
原
典
漢
文
の
再
読
文
字
を
和
訳
す
る
に
当
た
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り
、
女
性
に
も
理
解
し
や
す
い
仮
名
文
を
意
図
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
用

例
を
二
三
示
し
、
こ
の
推
定
を
強
化
す
る
根
拠
と
し
て
お
く
。

原
典
漢
文
（
巻
第
二
納
諌
篇
第
五
、
第
三
章
）

東
都
未
有
幸
期
、
即
令
補
葺
。（
原
田
氏
校
注
本
上
巻
一
六
五
頁
）

原
典
訓
み
下
し

東と
う

都と

は
未い
ま

だ
幸か
う

期き

有あ

ら
ざ
る
に
、
即
す
な
は
ち
補ほ

葺し
ふ

せ
し
む
。（
同
前
）

仮
名
貞
観
政
要
（
巻
二
、
イ
サ
メ
事
ヲ
モ
チ
ヰ
ル
篇
第
五
、
第
三
章
）

今
、
陛ヘ

イ

下カ

、
東ト
ウ

都ト

ニ
ノ
ソ
ミ
給
事
、
サ
ラ
ニ
ソ
ノ
期コ

ナ
シ
。
シ
カ
ル
ヲ
ヒ

キ
ツ
ク
ロ
ハ
シ
ム
。（
第
一
冊
、
五
十
一
ウ
）

こ
れ
は
「
未
」
を
「
サ
ラ
ニ
〜
ナ
シ
」
と
い
う
和
文
脈
系
の
用
語
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
和
訳
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

原
典
漢
文
（
巻
第
三
論
択
官
篇
第
七
、
第
七
章
）

欲
令
百
姓
安
樂
、
惟
在
刺
史
・
縣
令
。（
原
田
氏
校
注
本
上
巻
二
〇
六
頁
）

原
典
訓
み
下
し

百
姓

ひ
や
く
せ
い
を
し
て
安あ
ん

樂ら
く

な
ら
し
め
ん
と
欲ほ
つ

せ
ば
、
惟た

だ
刺し

史し

と
縣け
ん

令れ
い

と
の
み
に
在あ

り
。（
同
前
）

仮
名
貞
観
政
要
（
巻
三
、
官
ヲ
エ
ラ
フ
事
ヲ
論
ス
ル
篇
第
七
、
第
七
章
）

民タ
ミ

ヲ
シ
テ
タ
ノ
シ
メ
ン
ト
ヲ
モ
ハ
ハ
、
州シ
ウ

守シ
ユ

・
縣ケ
ン

ノ
令レ
イ

ヲ
エ
ラ
フ
ヘ
シ
。

（
第
二
冊
、
六
ウ
）

こ
れ
は
「
令
」
を
「
〜
ヲ
シ
テ
タ
ノ
シ
メ
（「
楽
し
む
」
の
下
二
段
活
用
他
動
詞

形
、
注
六
）」
と
訓
じ
て
、
漢
文
訓
読
文
専
用
の
「
シ
ム
」
と
い
う
助
動
詞
を
避

け
た
例
で
あ
る
。
似
た
例
に
前
節
で
引
用
し
た
「
巻
第
六
論
悔
過
篇
第
二
十
四
、

。。

第
一
章
」
の
中
の
「
使
」
を
「
人
ヲ
シ
テ
ヨ
マ
セ
テ
」
と
「
シ
ム
」
で
な
く
和

文
脈
系
の
「
ス
」
と
い
う
使
役
の
助
動
詞
に
よ
っ
て
訓
じ
た
例
も
あ
る
。

な
お
、
再
読
形
式
に
従
っ
て
和
訳
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
文
字
の
種
類
に
よ

っ
て
異
な
る
も
の
の
、
逐
字
訳
的
な
場
合
の
七
％
か
ら
六
〇
％
強
の
比
率
で
存

在
し
た
。
こ
れ
は
「
仮
名
貞
観
政
要
」
成
立
時
に
は
、
既
に
こ
れ
ら
の
文
字
の

再
読
に
よ
る
訓
読
法
が
存
在
し
、
し
か
も
か
な
り
一
般
化
し
て
い
た
こ
と
を
推

定
さ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
当
時
こ
う
し
た
再
読
形
式
に
よ
る
訓
読
法
が
一

般
的
な
も
の
で
な
く
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、「
漢
学
の
素
養
の
低
い

女
性
に
も
理
解
し
や
す
い
」
和
訳
の
方
法
と
し
て
、
こ
れ
が
採
用
さ
れ
る
可
能

性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
上
記
の
よ
う
な
比
率
で

現
わ
れ
る
以
上
、
こ
の
形
式
が
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

結
、
本
稿
の
ま
と
め

「
仮
名
貞
観
政
要
」
は
、
再
読
文
字
の
再
読
が
一
般
化
し
た
鎌
倉
時
代
初
期
に

成
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
初
・
中
期
成
立
と
さ
れ
る
「
妙
一

記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
、
室
町
時
代
中
期
成
立
と
さ
れ
る
「
か
な
が

き
ろ
ん
ご
」
で
は
、
再
読
文
字
が
高
い
比
率
で
再
読
形
式
に
よ
っ
て
訓
み
下
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
成
立
し
た
時
代
の
訓
読
法
の
変
遷
の
状
況
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
「
仮
名
貞
観
政
要
」
で
は
、
原
典
で
再
読

文
字
の
存
在
す
る
箇
所
が
「
意
訳
」
さ
れ
た
り
「
抄
訳
」
さ
れ
た
り
す
る
場
合

が
か
な
り
多
く
あ
り
、
直
訳
（
逐
字
訳
）
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
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限
っ
て
も
再
読
形
式
に
よ
っ
て
訓
み
下
さ
れ
る
比
率
は
低
か
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
が
所
伝
よ
り
も
古
い
時
代
の
訓
読
法
に
よ

っ
て
訓
読
さ
れ
た
た
め
だ
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、「
妙
一
記
念

館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
」
が
ほ
ぼ
原
典
漢
文
の
通
り

に
逐
字
訳
的
に
訓
み
下
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
は
啓
蒙
的

に
「
意
訳
」「
抄
訳
」
さ
れ
、
直
訳
的
に
訓
み
下
す
に
し
て
も
、
原
典
漢
文
に
関

わ
ら
ず
仮
名
文
と
し
て
理
解
で
き
れ
ば
よ
し
と
す
る
極
め
て
自
由
な
態
度
で
和

訳
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
必
ず
し
も
原
文
直
訳
的
に
再
読
文
字
を
再
読
形

式
に
従
っ
て
訓
み
下
す
必
要
が
な
く
、
再
読
形
式
に
よ
る
読
み
下
し
の
比
率
が

先
の
二
資
料
と
比
べ
て
低
率
と
な
っ
て
い
る
の
だ
、
と
推
定
し
た
。

以
上
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
は
、
そ
の
和
訳
態
度
の
独
自
性
に
よ
り
、
同
時
代

の
他
の
仮
名
書
き
資
料
と
異
な
る
訓
読
状
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
た
。
今
後
別
の
観
点
か
ら
も
調
査
を
行
な
い
、
本
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
特

徴
・
性
格
を
さ
ら
に
解
明
し
て
行
き
た
い
。

（
了
）

注

一
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
仮
名
貞
観
政
要
に
お
け
る
増
補
部
分
」

（『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
〔
文
学
部
〕』
第
三
七
集
、
平
成
一
四[

二
〇
〇
二]

年

一
二
月
）、
特
に
そ
の
第
一
節
「
貞
観
政
要
（
原
典
）
概
説
」
お
よ
び
第
二
節
「
仮
名

貞
観
政
要
概
説
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
、
大
坪
氏
は
こ
れ
以
前
に
「
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
別

刊
第
一
、
昭
和
三
三

[

一
九
五
八]

年
一
月
）
で
既
に
こ
の
種
の
用
例
を
報
告
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
小
林
氏
は
、「
再
読
字
の
訓
読
史
―
『
當
』
字
を
例
と
し
て
―
」

（『
鎌
田
正
博
士
八
十
寿
記
念
漢
文
学
論
集
』
平
成
三[

一
九
九
一]

年
大
修
館
書
店
刊
、

所
収
）
に
お
い
て
再
検
討
し
、「
二
様
の
訓
法
が
重
な
っ
た
と
見
る
余
地
が
な
く
も
な

い
（
五
五
一
頁
）」「
原
本
で
は
『
當
』
は
69
行
目
の
行
末
に
あ
り
、
こ
の
行
末
と
70

行
目
の
行
頭
と
が
汚
損
し
て
い
る
の
で
、『
に
』『
し
』
の
ヲ
コ
ト
点
の
扱
い
は
慎
重

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
五
四
頁
）」「『
當
　
に

布
現
　

（
ス
）
へ
し

』
と
い
う
２
③
の
訓
法

と
、『
當
　

（
ヘ
）
し

二

布
現
一 （

ス
）

』
と
い
う
１
の
訓
法
と
が
重
な
っ
た
と
見
る
余
地
も
あ
る
（
五

五
五
頁
）」
な
ど
と
し
、「
若
し
こ
の
三
例
が
再
読
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
平
安
初

期
の
例
と
な
る
。
し
か
し
、
三
例
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
点
資
料
に
お
け
る
、『
當
』
の

諸
訓
法
の
中
の
孤
例
で
あ
り
、
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
お
け
る
、
多
量
な
『
當
』

の
用
例
の
中
の
少
数
例
で
あ
る
か
ら
、
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
一
回
限
り
の
用
法

と
見
ら
れ
る
（
同
前
）」
と
述
べ
て
、「
平
安
初
期
（
九
世
紀
）
ま
で
は
未
だ
再
読
よ

み
が
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
確
例
は
な
く
て
、
一
訓
か
不
読
で
あ
っ
た
（
五
六
五
頁
）」

と
最
終
的
に
結
論
は
変
更
し
な
か
っ
た
。

三
、
な
お
こ
の
「
将
」
字
を
「
マ
サ
ニ
〜
ベ
シ
」
と
訓
み
下
し
て
い
る
の
は
法
華
経
巻
一

方
便
品
第
二
の
「
増
上
慢
比
丘
、
将
墜
於
大
坑
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
が
、
該
当
部

分
の
「
将
」
字
は
『
真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』
の
訓
み
下
し
文
や
坂
本
幸
男

氏
の
担
当
し
た
岩
波
文
庫
本
『
法
華
経
（
上
）』（
昭
和
三
七

[

一
九
六
二]

年
岩
波
書

店
刊
）
の
漢
訳
部
分
の
訓
み
下
し
文
で
も
「
マ
サ
ニ
〜
ベ
シ
」
と
い
う
再
読
形
式
に

な
っ
て
お
り
、
法
華
経
に
お
け
る
伝
統
的
訓
法
が
現
代
に
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

四
、「
貞
観
政
要
」
原
典
本
文
・
訓
み
下
し
文
の
引
用
に
関
し
て
、
漢
字
の
字
体
を
通
用
の

字
体
に
改
め
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
原
文
に
は
返
り
点
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

訓
み
下
し
文
を
後
掲
す
る
こ
と
か
ら
、
印
刷
の
便
宜
を
考
慮
し
て
こ
れ
を
省
略
し
た
。

五
、「
仮
名
貞
観
政
要
」
本
文
の
引
用
に
関
し
て
は
、
漢
字
の
字
体
を
通
用
の
も
の
に
改
め
、

変
体
の
片
仮
名
を
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
私
に
引
用
符
お
よ
び
句
読
点
を
加

え
た
。
な
お
、
引
用
箇
所
の
所
在
を
「
第
三
冊
、
三
八
ウ
」（「
梵
舜
本
」
第
三
冊
の

三
十
八
丁
の
裏
）
な
ど
と
し
て
示
す
。

六
、
下
二
段
活
用
他
動
詞
形
の
「
楽
し
む
」
に
つ
い
て
は
、
中
田
祝
夫
氏
が
、
本
論
文
の

二
節
で
掲
げ
た
『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
』
影
印
篇
下
巻
（
昭
和
六
三

[

一



仮名貞観政要における再読文字の和訳状況

三四

九
八
八]

年
佛
乃
世
界
社
刊
）
の
中
の
「
妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
略
解

説
」
二
七
〜
二
八
頁
で
用
例
を
紹
介
し
そ
の
意
味
等
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。


